
 

 

令和５年度 

江別市男女共同参画アンケート 
 

日頃から、江別の市政にご理解とご協力いただき、誠にありがとうございます。 

江別市では、「江別市男女共同参画を推進するための条例」に基づき「江別市男女共同参

画基本計画」を策定し、男女共同参画社会の実現を目指して様々な取組を行っています。 

このたび、次期の「江別市男女共同参画基本計画」を策定するにあたって、市民の皆様

の男女共同参画に関する意識や実態を把握し、今後の施策に反映することを目的として、

アンケート調査を実施することとしました。 

お手数をおかけしますが、アンケート調査にご協力くださいますようお願いいたします。 
 

令和５年５月          

江別市長 後 藤 好 人  

 

 

 

 ３．男女の働き方について                         

                      

問１２ 管理職に昇進できるのであれば昇進したいですか。（○は１つ） 

１．昇進したい     ２．どちらかといえば昇進したい   

３．どちらかといえば昇進したくない  ⇒ 問１２-１ 

４．昇進したくない  ⇒ 問１２-１ 

５．すでに管理職である 

 

アンケートの設問 

アンケートの結果 

アンケートの表紙 
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江 別 市

第3次
江別市

男女共同参画
基本計画

計画期間
令和6（2024）年度～15（2033）年度



 

第２章 江別市民の男女共同参画に関する意識 

１ 調査目的 

 

江別市では、「江別市男女共同参画を推進するための条例」に基づき「江別市男女共同参画

基本計画」を策定し、男女共同参画社会の実現を目指して様々な取組を行っています。 

このたび、「第３次江別市男女共同参画基本計画」を策定するに当たって、市民の皆様の男

女共同参画に関する意識や実態を把握し、今後の施策に反映することを目的として、アンケー

ト調査を実施しました。 

 

２ 調査概要 

（１）調査対象及び抽出方法 

令和５（２０２３）年４月１日時点の住民基本台帳により、全人口に占める地区別（江別・ 

野幌・大麻）、男女別、年齢階層別の人口比率に応じて１８歳以上から無作為抽出 

（２）主な調査項目 

・家庭生活における役割分担について 

・男女の働き方について 

・育児・介護休業について 

・女性の社会参加について 

・男女共同参画を推進する取組について 

（３）調査方法 

郵送配布、郵送回収、オンライン回答 

（４）調査実施期間 

令和５（２０２３）年５月１５日～令和５（２０２３）年６月２日 

 

３ 回収状況 

・配布数1,500件 回収数500件（回収率33.3％） 

 

４ 回答者属性 

  

  

  

  

－　 －5



 

 

 

 

 

●現状と課題 

 男女共同参画社会を実現するためには、政治の場や職場、地域、教育等あらゆる分野において

政策や方針決定過程に男女が対等の立場で参画することが重要です。 

 令和５年（2023）６月に公表されたジェンダーギャップ指数において、日本は１４６か国中１２５位と

なり、「教育」と「健康」は世界でトップクラスである一方、「政治」と「経済」は値が低く、日本の女性

活躍推進は、諸外国と比べかなりの遅れをとっていると言えます。 

本市においては、江別市男女共同参画を推進するための条例により、審議会等の委員の数を男

女のいずれかが４割未満にならないよう努めると規定し、女性委員の登用率の向上に努めてきまし

た。これまでの選考方法の見直しや、公募委員の拡充、各推薦団体への協力依頼などにより、市の

女性の登用率は３０．９％と上昇してきているものの、いまだ４割に届かない状況であります。 

（図１０） 

 一方、令和５（２０２３）年４月１日現在の江別市職員における女性職員の割合（医療職を除く）は

27.４％で、同じく管理職の女性職員の割合は１０．９％、同じく係長相当職の女性職員の割合は２1．

５％と、市職員における男女の差は縮まってきており、人材育成や仕事と家庭の両立ができる環境

が整ってきています。（Ｐ１７図１２） 

 令和5（２０２３）年5月現在の江別市議会における女性議員の割合は４４％と、全国でも高い数値

となっており、政治分野での女性の活躍が進んでいることから、全国的にも注目されています。 

 男女共同参画アンケートで管理職に昇進したくない女性の割合が６割弱という結果から、政策や

方針決定への女性の参画を推進するためには、仕事と家庭の両立ができるワーク・ライフ・バランス
※３の実現に向けた環境整備のみならず、女性自身が積極的に参加しようという意識の転換も必要

です。（Ｐ１０図４） 

 

 

  

基本方針２ 
  

政策や方針決定過程への女性の参画の拡大と促進 

図１０ 審議会等の女性登用状況（男女別委員数・女性委員登用率） 

【女性活躍推進計画】 

資料：令和３年までは総務部総務課、令和４年からは市民生活課市民協働担当（基準日４月１日） 
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重点項目１：男女平等・共同参画社会と多様性を認め合

う社会の実現に向けた意識づくり 

性別に関わりなく自分らしく生きることは男性にとっ

ても女性にとっても重要なことです。 
 

【数値目標】 

●家庭生活で男女が平等となっていると思う人の割合

55.0％以上 

●地域社会で男女が平等となっていると思う人の割合

55.0％以上 

●男女共同参画の考え方が必要だと思う人の割合 

  85.0％以上 

 

 

 
 

第３次江別市男女共同参画基本計画の位置付け                                

 男女共同参画社会基本法と江別市男女共同参画を推進するための条例に基づいて策定される「第３次江別市男女共同

参画基本計画」は、本市が男女共同参画社会の実現に向け、総合的・計画的に施策を推進するための指針となっていま

す。 

また、「えべつ未来づくりビジョン（第７次江別市総合計画）」を推進するための個別計画として位置付けられている

ほか、基本方針１から４は女性活躍推進法の規定に基づく市町村推進計画（女性活躍推進計画）としても位置付けられ

ています。 
 

本計画策定の趣旨及び計画期間                                  
男女共同参画社会の実現を目指し策定されている現基本計画が、令和５年度いっぱいで終了となるため、令和６年度

に向けて、新たな計画「第３次江別市男女共同参画基本計画（令和６年度～令和１５年度）」を策定します。 
 
本計画の計画期間は令和６年度～令和１５年度までの１０年間ですが、国の動向や社会情勢の変化に応じ、適切な見

直しを行います。 
 

本計画の構成                                             
●男女共同参画の実現に向けた取組は、広範多岐にわたることから、７つの基本方針を掲げるとともに、特に力を入れ

る項目「重点項目」を３つ掲げています。 
 
●基本方針１から４は女性活躍推進法の規定に基づく市町村推進計画（女性活躍推進計画）としても位置付けています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

基本方針の概要等                                           

 

 

「男性は仕事、女性は家庭」という「昭和モデル」の社会 

から、全ての人が希望に応じて、家庭でも仕事でも活躍でき 

る社会である「令和モデル」の実現に向け、様々な視点から 

幅広い年齢層に意識づくりの啓発を進める必要があります。 
 
 

【主な取り組み】 

・子どもの頃から男女共同参画の重要性を伝えるととも 
に、あらゆる年齢層のすべての人たちに対し、男女共 
同参画の広報、啓発活動に努めます 

・性の多様性に対する理解増進に向けた意識啓発に努め 
 ます。 
 
 
 

女
性
活
躍
推
進
計
画 

基本方針１ 

男女平等・共同参画社会と多様性を認め合う社会の実現

に向けた意識づくり 

基本方針２ 

政策や方針決定過程への女性の参画拡大と促進 

基本方針３ 

働く人たちの男女共同参画の推進と仕事と生活の調和 

基本方針４ 

子育てや介護等、家庭生活における男女共同参画の推進 

 基本方針５ 

あらゆる暴力根絶の取組 

基本方針６ 

生涯にわたる男女の健康支援 

基本方針７ 

男女共同参画の視点に立った防災・災害復興体制の整備 

第３次江別市男女共同参画基本計画（素案） 
【概 要 版】 

重点項目１ 
男女平等・共同参画社会と多様性を認め合う社会の
実現に向けた意識づくり 

重点項目２ 
働く女性のための環境整備 
 
重点項目３ 
ワーク・ライフ・バランスの実現に向けた環境整備 

基本方針１：男女平等・共同参画社会と多様性を認め合う社会の実現に向けた意識づくり 
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重点項目２：働く女性のための環境整備       

 社会的・経済的環境やライフスタイルが変化する中

で、働く人がその能力を十分に発揮するためには、性

別や年齢、その置かれている状況にかかわりなく多様

な人材が仕事につける社会にすることが大切です。 
 
【数値目標】 

●職場で男女が平等となっていると思う人の割合 

45.0％以上 

  

重点項目３：ワーク・ライフ・バランスの実現に向け

た環境整備 

 市民一人ひとりが、やりがいや充実感を感じながら

働き、仕事上の責任を果たすとともに、家庭や地域生

活などにおいても、子育て期・中高年期といった人生

の各段階に応じて多様な生き方が選択・実現できる社

会づくりを行う必要があります。 

 

【数値目標】 

●市職員における男性の育児休業の取得状況 

 向上 

 

 
  

男女共同参画社会を実現するためには、政治の場や職場、地域、教育等あらゆる分野において政策や方針決定
過程に男女が対等の立場で参画することが重要です。 
 
【主な取り組み】 

審議会等については女性が参加しやすい環境整備を、市職員については意欲向上を図ります。 

 

 

 

 

どのような雇用形態であっても、すべての労働者が安心し 

て働くことができるような就業環境の整備が必要です。 
 

【主な取り組み】 

ハラスメント防止に向けた意識啓発と女性が働きやすい環 

境整備や仕事と家庭の両立、介護離職防止に向けた国の支 

援などの周知に努めます。 

 

 

 

 
 

仕事中心の生活から仕事と家庭の両立可能な環境づくりが 

必要です。 
 

【主な取り組み】 

セミナーや事例紹介などにより、全ての世代に対し意識啓 

発を図る他、無償労働の負担を減らすために、民間や行政 

によるサービスを利用しやすい生活環境の整備に努めます。 

 

 

 

 

暴力被害を個人の問題として捉えるのではなく、多くの人々に関わる重要な人権問題であるという認識を広く浸透さ 

せるなど、暴力による人権侵害を起こさせないための啓発を行うことが重要です。 
 
【主な取り組み】 

 ＤＶ防止に向けた周知・啓発や関係機関の連携強化、相談窓口の周知等の支援を行います。 

 

  
男女は異なる健康上の問題に直面することに男女ともに留意し、自分の身体に関する正しい知識と自分の健康の維

持・管理を行うことが重要です。 
 
【主な取り組み】 

妊娠・出産に関する正しい知識や情報の普及に努めるほか、検診の重要性や健康づくり情報を発信していきます。 

 

 
男女のニーズの違いに配慮するとともに、固定的性別役割分担意識から、男女どちらかが過度な負担を抱えることが

ないよう、日頃から男女共同参画の考えを共有することが重要です。 
 
【主な取り組み】 

防災分野での政策や方針決定に助成の参画を進めるとともに防災知識の啓発などを通して、男女共同参画の視点に基

づく地域の防災体制づくりに努めます。 

 

素案のポイント～現行計画との違い～                                        

●現行の計画の考え方を継承しながらも、現在・これからの社会情勢を見据えた内容へと加筆修正を行いました。 

●持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の視点を踏まえた取り組みを推進します。 

●「ワーク・ライフ・バランスの実現に向けた環境整備」とした重点項目３を新設しました。 

●数値目標として新たに「５ 市職員における男性の育児休業の取得状況」を設定しました。 

基本方針２：政策や方針決定過程への女性の参画の拡大と促進 

基本方針７：男女共同参画の視点に立った防災・災害復興体制の整備 

基本方針６：生涯にわたる男女の健康支援 

基本方針５：あらゆる暴力根絶の取組 

基本方針３：働く人たちの男女共同参画の推進と仕事と 
生活の調和 

基本方針４：子育てや介護等、家庭生活における男女 
共同参画の推進 
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自治基本条例 条文と解説（改訂前） 

   直接請求権の種類 

種  類 

条例の制定・改廃

の請求 

（地方自治法第 74 条） 

監査の請求 

（同法第 75 条） 

議会の解散請求 

（同法第 76 条） 

議員・首長の解職

請求 

（同法第 80 条、 

第 81 条） 

必要な署名数 
有権者総数の 50

分の１以上 

有権者総数の 50

分の１以上 

有権者総数の３分

の１以上 

有権者総数の３分

の１以上 

請 求 先 
地方公共団体の首

長（市長） 

監査委員 選挙管理委員会 選挙管理委員会 

対  応 

議会を招集し、議

会での審議結果を

公表 

監査を実施し、監査

結果を報告、公表 

住民投票を実施し、

過半数の同意があ

れば解散 

住民投票を実施し、

過半数の同意があ

れば解職 

 

 

 

 

 

自治基本条例 条文と解説（令和４年３月改訂） 

         

      住民投票が行われるまでの流れ（江別市の場合） 

令和３年９月の提言を受けて改訂 

住民投票実施 

市民が直接請求する場合 
（地方自治法第 74 条） 

【市長】住民投票条例案を議会へ提出 

否 決 

（住民投票は行われない） 

可 決 

住民投票を行うための条例の制定 

有権者総数の 50 分の 1 以上

の署名を集める 

市長が条例制定を提案する場合 
（地方自治法第 149 条） 

議会が条例制定を提案する場合 
（地方自治法第 112 条） 

【議員】 

住民投票条例案を議会へ提出（議員

定数の 12 分の 1 以上の者の賛成が必要） 

【市長】 

住民投票が必要であると判断 

【議員】 

住民投票が必要であると判断 

市長へ提出 

ポイント 

市議会における審議 
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江別市自治基本条例検討委員会提言書

を受けての今後の取り組み 
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令和４年４月 

江別市自治基本条例検討委員会提言書を受けての今後の取り組み 

 令和３年９月に、江別市自治基本条例検討委員会から市長へ、自治基本条例に基づ

く取り組みなどについてまとめた提言書が提出されたことを受け、市では、以下のよ

うに取り組みを進めてまいります。 
 

（１）自治基本条例・市民参加条例の認知度について 
 

【検討委員会からの提言（以下「提言」）】 
 

江別市は、令和２年５月に市民２,５００人を対象に「自治基本条例アンケート」

（以下「条例アンケート」）を実施しました。回答をいただいた８９０人において、

自治基本条例の認知度は４割弱であり、４年前の見直し時とほぼ変わっていませ

んでした。また、平成２７年に施行された市民参加条例の認知度も４割弱にとど

まっています。特に１０代～２０代の若い世代で認知度が低く、２つの条例とも

に「全く知らない」との回答が８０％以上を占めています。このため、若い年代

に関心を持ってもらえるよう、自治会など地域活動において、市内の学生が活躍

できるような仕組みを作るなど工夫が必要であると考えます。 
 

さらに、現在、小・中学生を対象に行っている早朝ミニ講座は、身近な事例を

通して学ぶことができ、家庭での話題となりやすく、子どもから家族への広がり

が期待できることから、今後も継続して行っていくことが必要です。 
 

より多くの市民にこの条例を知ってもらうためには、解説書とは別に、分かり

やすい媒体を作成することが効果的です。市民のアイディアを取り入れながら、

理解しやすい言葉や写真・イラストなどを使い、手に取ったときに江別市民にと

って大切な条例であることが一目見て分かるリーフレットを作成するなど、工夫

していただきたい。なぜ自治基本条例が必要なのか、この条例がない場合のデメ

リット、あることによるメリットについて情報発信することで、市民がもっと関

心を持ち、市民参加・協働にも繋がっていくと考えます。 
  

市職員においては、ほぼ全員が条例の存在を認知しているとのことですが、知

っているだけではなく、理解して実際に業務に生かしていくことが重要であるこ

とから、研修等の内容をさらに工夫していく必要があります。 

 
 

＜これまでの取り組み＞ 
 
○「ジモガク：地元の大学生ボランティア」（学生地域定着推進広域連携協議会） 

を活用し、地域のお祭りなどのイベントに参加 
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○※市内４大学共通講座「江別学」を開講。 
 
 ○市民参加や協働などをテーマとした市内大学生によるワークショップを開催。 

そのワークショップでの意見を踏まえた市内大学生による自治基本条例リー 

フレットをＨ29 年に作成し、Ｈ29 年以降は公共施設や市内大学などに配布。 
 
  ○新人職員研修の一単元として自治基本条例について説明するほか、昇任者向け 

  研修など、既存の研修の一部時間帯を条例のＰＲに活用。 
 
 

※市内４大学共通講座「江別学」 

 市内 4 大学の教員と、江別市、NPO が交代で講師を務め、江別市の歴史、経済、

文化、観光、まちづくり（ボランティア活動や協働）など多方面から「江別」を取り

上げる講座で、学生たちが受講しやすいように「対面」と「オンライン」を並行して

開講された。 

 

 

 

 

 

 
 

【市の今後の取り組み】 
 

（１）ジモガク連携自治体（江別市、芦別市、赤平市、三笠市、南幌町、由仁町、 

長沼町、栗山町の計 8 市町）や市民団体等へ、学生ボランティアの活用に 

ついて引き続き周知する。（Ｒ３～） 
 

  （２）誰にとっても分かりやすい条例リーフレットを作成する。（Ｒ４） 
 
  （３）様々な業種から市民を集めたワーキンググループを作り、条文の内容を分 

かりやすく説明するパンフレットを作成する。（Ｒ４） 
 

  （４）市職員に向けた条例についての周知を行い、条例をどれだけ業務に活かし 

ているかアンケートにより確認する。また、条例の理解を深めるため、新 

人職員研修等において説明する。（Ｒ４～） 
 
 

 

 

 

 

 

【凡例】Ｒ４ ：令和 4 年度に実施予定 

     Ｒ○～：令和○年度以降継続して実施予定 
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（２）市民参加・市民協働の推進について 

①市民参加の推進について（第２４条関係） 
 
【提言】 
 
市民参加の手法の一つであるアンケート調査は、それまで関心がなく積極的ではな

かった市民が意見を出すこともあるので、その意見への対応が市民にも伝わるよう工

夫していただくことを望みます。 
 
市へ意見を提出する意見公募（パブリックコメント）は、一般の市民にとってハー

ドルが高いので、分かりやすい資料を作成することが必要であり、提出された意見に

対しても、分かりやすい言葉を使って回答する等、多くの市民が参加しやすくなるよ

う工夫する必要があります。 

意見公募（パブリックコメント）や附属機関等の委員は、市政への関心や一定の知

識や考えがないと参加が難しいと考えられ、参加したことがある市民が少ないのは仕

方ないところではあります。市民アンケートや市民説明会など、身近なものから参加

を促し、関心を持っていただくことにより、意見公募（パブリックコメント）や附属

機関等の委員への参加へ繋げていくよう地道な努力を続けていくことが必要です。 
 

附属機関等に関しては、市民公募の枠が確保され、会議の公開を認め、結果が公表

されるまでに成熟したことは評価することができます。今後においても、より広く意

見を求めるよう委員公募にあたっては、選考基準をより明確で分かりやすいものにす

ることが必要であると考えます。また、多くの市民が参加しやすいよう、オンライン

での参加も進めていただくことを望みます。 
 
毎年公表している市民参加実施状況は、さらに具体的な数字等を組み込むなど、当

委員会での検討で必要な情報となることを踏まえて取り組んでいくべきであると考

えます。 

 
 

＜これまでの取り組み＞ 
 
 ○意見公募（パブリックコメント）を実施する際は、分かりやすい資料を作成す 

るよう庁内へ周知。 
 

 ○附属機関等の設置における委員の選任方法について一定の基準を示し、選考基準

を明確にするよう庁内へ周知。 

   
 

 
 
 
 
 
 
 

【市の今後の取り組み】 
 
（１）市民参加実施状況報告の中でアンケートの結果への対応を記載する。 

（Ｒ4～） 
 

（２）市民参加手続き実施マニュアルを作成する。（Ｒ４） 
 

 



4 

 

＜これまでの取り組み＞ 
  

広報えべつ令和３年１１月号で「市民参加・市民協働」についての特集記事を 

掲載。 

 

 

（３）計画作成等のアンケートや、説明会で意見公募（パブリックコメント） 

についてＰＲする。（Ｒ４） 
 

（４）附属機関等の会議への参加や市民説明会、ワークショップについて、オ 

   ンラインの活用に積極的に取り組むよう庁内に周知し、市民参加実施報告 

にオンライン参加の人数を記載する。（Ｒ４～） 
 

（５）市民参加の実施状況の項目を検討し、より具体的な数値により報告する。 

（Ｒ４） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 ②市民協働の推進について（第２５条関係） 
 

【提言】 
 

「協働」は、この条例による自治を支える重要な概念ですが、条例アンケート

の結果からも、「協働」という言葉が市民に十分理解されているとはいえません。

実際には、地域のごみ拾いや花壇の手入れ、夏祭りの手伝いなど、知らず知らず

のうちに行っていることがあります。それが「市民協働」であることを市民に理

解してもらうために、協働の事例をあげて広めていくなどの工夫が必要であると

考えます。 
 

今後、デジタル化に向かって長期的に大きく変わっていくことから、オンライ

ンを活用した市民協働を進め、活動の活性化に取り組んでいくことを望みます。

市内の大学には、専門知識や技術を持った人材がたくさんいるので、大学の協力

のもとデジタル化を進めることができると考えます。 
 
市民協働条例の制定については、協働の概念自体に対する市民の理解がいまだ

不十分であることから、引き続き、協働についての意識を高める取り組みや、ま

ちづくり活動の充実を図る取り組みを進めていくことが重要です。どのような制

度が必要かということは色々な考え方があり、それらがまとまらなければ条例化

すべきではないと考えます。協働が市民に浸透し、十分に熟した段階で条例化を

考えていくべきであり、その際には、条例が制定されることにより、市民が行う

活動に新たな縛りが生まれることのないよう十分に注意する必要があります。 
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【市の今後の取り組み】 
 
 （１）広報えべつで毎月協働の事例を紹介する。（Ｒ３～） 
 

（２）市民活動の中間支援組織である えべつ協働ねっとわーく と協働し、 

オンラインに対応できるよう、自治会や市民活動団体を対象とした研 

修会を引き続き開催する。（Ｒ３～）  
 

※Ｒ３は新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため中止 
 

（３）オンラインを活用した市民協働を進めるために、市内大学と連携可能な 

   事案について調査し、今後の利活用について検討する。（Ｒ４～） 
 

（４）協働の意識が浸透するよう（１）～（３）の取り組みを推進。（Ｒ４～） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）行政運営について 

①総合計画について（第１３条関係） 
 
【提言】 
 
  市は、総合計画の内容及び進行状況に関して、市民への情報提供が適切かどう

かを測るため、アンケート等で把握する必要があると考えます。 

 
 

＜これまでの取り組み＞ 
 
  総合計画の内容及び進行管理に関するアンケート調査結果をホームページに 

掲載している。 

  

 

 

 
 

 

【市の今後の取り組み】 
 

これまでの取り組みに加え、アンケート調査時に総合計画の概要を記載するな

ど、総合計画の周知に努める。（Ｒ４～） 
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 ➁財政運営について（第１４条関係） 
   

【提言】 
 

   市がまちづくりを進めるにあたっては、市民が安心できるような財政運営が重

要であり、将来にわたって市民の負担となることが生じた場合は市民の理解と協

力を得ながら進める必要があります。 

 
 

 ＜これまでの取り組み＞ 
 

財政状況については、広報えべつやホームページなどで、予算・決算に係る概 

要等について適宜情報公開を行っているほか、例年中期財政見通しを作成し、将 

来的な見通しに立った財政運営について分析を行っている。 

 

 

【市の今後の取り組み】 
 

これまで通りきめ細やかな情報把握に努めるほか、万が一財政上の理由により

市民負担が生じる場合には、市民の理解と協力を得る手法について検討のうえ、

対応する。（Ｒ３～） 

 

 

 ➂政策法務について（第１６条関係） 
  

【提言】 
 
   「政策法務」は、地域の実情に合ったまちづくりや地域の課題解決を行うた   

めに条例や規則を制定し、それに基づき業務を行おうとするものです。政策法務

の考え方において、自治基本条例は、その最も進化した形であるといえることか

ら、政策法務については、今後も一層充実していくべきと考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜これまでの取り組み＞ 
 

法令等を正しく扱う能力を身につけるため、職員に対して法制基礎研修や政 

策法務（基礎）研修を実施している。また、政策形成（基礎）研修や政策形成 

能力（実践）研修を実施することで、自主的な政策活動能力の向上を図ってい 

る。 

【市の今後の取り組み】 
 

各研修を継続して実施し、職員の能力向上を進めていく。（Ｒ３～） 
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【市の今後の取り組み】 
 
（１）令和 4 年度中に市公式ＬＩＮＥアカウントの本格活用をスタートさせると

ともに、広報誌の配置箇所数について増やす余地が無いか調査・検討する。

（Ｒ４～） 
 
 

 

（４）情報共有の推進について 

 ➀情報共有の推進について（第２１条関係） 
 
 【提言】 
 
   ホームページやＳＮＳでの情報発信、学校やコンビニエンスストア等への広報 

  物の配置など、市の多様な手段による情報伝達の取り組みにより、若い世代でも 

情報をキャッチしようと思えば受け取れる仕組みになりつつあります。 

   一方で、条例アンケート結果によると、およそ８割の方が、市からの情報を広 

  報誌から得ていると回答しています。紙媒体のお知らせに対する需要はいまだ高 

く、「広報えべつ」の存在は、インターネットの利用が少ない世代が情報を得るた 

めの頼みの綱となっていることから、全ての市民に行き渡るようさらに努力して

ほしいと考えます。 
 
  また、緊急時の対応がまだまだ弱く、緊急時の情報発信、情報共有の仕組みに 

ついて工夫していく必要があります。 
  

情報共有といいながら、市からの情報発信が中心となっていることから、行政

情報のオープンデータ化を進め、市民や企業、大学等で活用・加工し、行政情報

を利活用していくことが望ましいと考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜これまでの取り組み＞ 
 
 ○公共施設やコンビニエンスストアなど約 260 か所に広報誌を配置するほ

か、ＰＤＦ版をホームページに掲載するとともにＳＮＳで発信。ＰＤＦ版

の広報誌は外部サイトの電子ブックなどにも登録。 
 

○胆振東部地震のブラックアウト発生時の情報発信に係る課題を検証し、 

災害発生時には市内小中学校及び開設避難所に災害情報掲示板を設置す 

ることとし、停電時においても市民へ情報発信できるよう、準備を整え 

た。また、防災情報提供サービス（メール・電話・ＦＡＸ）やＳＮＳを 

活用した情報発信ツールを新たに取り入れた。 
 
 ○道やさっぽろ連携中枢都市圏が主催する研修会や推進会議に出席し、オー

プンデータに係る取組状況などについて情報共有を行ってきた。 
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（２）市内小中学校及び開設避難所に災害情報掲示板を設置することについて、

各種訓練や出前講座の場で市民周知をするほか、市職員に対する訓練を行

う。また、防災情報サービス（メール・電話・ＦＡＸ）やＳＮＳによる情

報伝達を周知し、登録者の増加を促進する。（Ｒ３～） 
 

（３）さっぽろ連携中枢都市圏による圏域共通のオープンデータ構築を視野に 

   入れながら、江別市として実施可能な項目からオープンデータ化を進め

る。（Ｒ３～） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➁個人情報の保護について（第２３条関係） 
 
 【提言】 
 
 個人情報の管理については、特にデジタル化された個人情報や事故情報の管理に 

ついて、市民が安心できるよう、セキュリティ対策等十分な対応が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）「市民」の定義及び「信託」という表現について 

 【提言】 

   第２条では、まちづくりにおける広い意味で、個人はもちろん団体も含んで「市 

民」と定義していますが、第１０条及び第１１条では、「市民の信託」という表現

により、有権者としての市民を指していると受け取ることができます。条項によ

って「市民」の定義が統一されておらず分かりにくいため、解説書の中で説明を

する必要があります。 

 

＜これまでの取り組み＞ 
 

職員に対して情報セキュリティ研修を実施。 

 

【市の今後の取り組み】 
 
  情報セキュリティ研修を引続き実施し、個人情報等の取扱いについて、職員一

人一人の意識向上に努める。（Ｒ３～） 
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（６）その他の事項について 

 ①条例の位置づけについて（第５条関係） 

 【提言】 

   自治基本条例が、江別市のまちづくりにおける最高規範として存在しており、

その下に市民参加条例をはじめとして、多くの条例や規則があります。これらの

法体系について体系図を示すなど、分かりやすく説明すべきであると考えます。 

 

 ➁市民の責務について（第７条関係） 

 【提言】 

   「自らの発言及び行動に責任を持つものとする」という表現は、まちづくりに

参加することに対してハードルを上げてしまうことが危惧されます。厳しい表現

により市民を委縮させ、抑制することが本旨ではないことから、解説やリーフレ

ット等で柔らかい言葉で説明するなどの工夫が必要です。 

 

 

 

 
 

 

 

➂住民投票について（第２６条関係） 

 【提言】 

   現在の解説書では、直接請求の種類を全て掲載しています。しかし、市民が知

りたいのは直接請求の種類ではなく、たとえば、住民投票を実施するときに「別

に条例で定める」とはどういう場合が当てはまるのか、どういう手続きにより進

められるのかということだと推察されます。このため、解説書などに住民投票に

ついての全体の流れや手続きを載せるなど、工夫していただきたいと考えます。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

＜（５）～（６）の提言に対するこれまでの取り組み＞ 
 

「自治基本条例 条文と解説」の解説内容を分かりやすい説明へ改訂した。 

＜これまでの取り組み＞ 

「自治基本条例 条文と解説」の※住民投票に関する記載の見直しを行った。 

 

※住民投票に関する記載の見直し 

平成 30 年度版まで掲載していた住民投票の種類を令和３年度の改訂の際に、

住民投票に至るまでの流れへ変更しました。 
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➃条例の見直しについて（第２９条関係） 

【提言】 

  この条例は、４年を超えないごとに見直しをすることになっていますが、今回、 

検討委員会の提言書を受けてからのタイムスケジュールをしっかり意識するこ 

とが重要です。４年後の見直しに向けて、適時適切に有権者や関係者から、まち 

づくりの将来展望や市民協働の進捗、アンケートに関する助言などをもらいなが 

ら、次回の検討に必要な情報を集めて準備を進めていただきたいと考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）条例改正の要否について 

 【提言】 

   （５）で述べた「市民」の定義、「信託」の使い方については、解説書の改訂   

  で対応することとし、将来的に条例改正が必要となったときに、適切な文言につ 

いて検討をしていく必要があると考えます。 

 

 

 

 

（８）今後の取り組みの方向性について 

 【提言】 

   江別市では、「協働」の考え方を核に、より良い市民自治の実現に向けて様々

な取り組みが進められてきました。 

   今後、市民自治のまちづくりをさらに進めていくには、条例の認知度、市民参

加や市民協働に関する意識を高めていくとともに、市と市民相互の情報共有が必

要であると考えます。 

   市民の条例の認知度や意識は少しずつ高まってきているとはいえ、まだ６割の

市民は条例を全く知らないという状況です。前述の分かりやすいリーフレットを

作成したり、市民の８割が情報の入手手段としている「広報えべつ」を活用する

ことが重要です。たとえば、条例の位置づけや内容について説明するとともに、

市民参加や市民協働の事例を紹介するなど、市民に理解してもらうことが重要で

す。 

【市の今後の取り組み】 

  条例の検討に入る１年前から、検討委員会を設置する。（Ｒ５） 
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   また、この条例における「協働」の趣旨を実現するためには、市民の理解を深

めることのほか、市が市民協働を推進するための事業を展開していくことが必要

であり、今後も積極的に取り組んでいくことが必要です。 

   次回、第３期目の検討委員会として条文や取り組みについて検討し、提言書を

まとめましたが、これで終わりではありません。次回の検討に向けて、計画的に

準備を進めていただき、次期の検討委員会につながることを期待します。 

【市の今後の取り組み】 

（１）広報えべつに掲載する、協働の活動事例について、市民からの情報提供を 

求める。（Ｒ３～） 
 
（２）広報えべつで毎月協働の事例を紹介する。（Ｒ３～） 
 
（３）ホームページや広報えべつで協働の事例を紹介するとともに、市民との協 

働事業を取り入れるよう庁内へ働きかける。（Ｒ３～） 
 

（４）条例の検討に入る１年前から、検討委員会を設置する。（Ｒ５） 

＜これまでの取り組み＞ 

 ○ホームページや広報えべつで条例の必要性や、市民参加・協働について掲載。 
 
 ○市民との協働事業を把握するため、市民協働実態調査を毎年行っている。 

 


